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             平成２９年度 理事会 議事録 
 
１．開催日時   平成２９年９月３日（日） ｐｍ１：３０～ｐｍ３：３０ 
２．出席者 
    理事長   塚田 進 
    理事    渡辺 清美  宮本 武士  木戸 外司  山口 智紹  坂根 英一 
    以上６名出席   事務局  森田  長谷川  廻谷   
３．塚田理事長挨拶の後、議案審議に入った。 
４．第１号議案 理事・分科委員からの理事会審議議案に関する件 
 （１）クラブハウスの建て替えまで持たないので設備の改善をしてほしい 
     ※大がかりな設備の改善は出来ないが、必要な個所に関しては出来る限り早急に行うとした。 
 （２）インコース１０番ホールのドロップエリアが池の先に有るのはおかしいのでは 
     ※ローカルルールで定めているので問題は無いとしながらも、多数決で現状の場所より下げ、 
      バンカーの後ろに移すこととした。 
 （３）３番ホールと１３番ホールをワングリーンにして、形状を変えてはどうか 
     ※当倶楽部は２グリーンで営業しており、左右でベントグリーン、コーライグリーンと芝種が違う 
      ので、ワングリーンにすることは出来ないとし、了承を得た。 
 （４）カート道路の補修について 
     ※スーパー堤防の工事予定の有るホールの堤防側以外については工事可能な１月～５月に補修を 
      するとした。 
 （５）コース内の簡易トイレをもっと良くしてほしい 
     ※河川敷の利用規約では建造物は設置出来ない為、今は現状のまま使用するとし、ゆくゆく良い物が 
      あれば検討するとした。 
５．第２号議案 クラブハウス建て替えに関する件 
     ＊クラブハウスが建築された当時から現在に用途地域が変更されている為、新しく建築するハウス 
      図面を設計事務所から市役所に提出し確認を行っている。また、建築可能な筆を指摘され図面変更 
      を行なっている。 
６．第３号議案 その他 
 （１）公式競技での距離計測器の使用について 
     木戸競技委員長より提案があり、現在当倶楽部の競技ルールでは距離計測器に使用は認めていないが 
    先日のプロシニアの大会で距離計測器の使用を認めた際、進行が速くなったとのこと。ゆくゆくは当倶 
     楽部も可能にしては、と提案があった。 
    ＊時期を見て競技参加者にアンケートを取るなどして考えてはどうか。 
 （２）カートの使用について 
     塚田理事長から提案があり、カートでコースに行くときに公道を横断し危険なので、カートに案内文・ 
     注意文を貼ってはどうかとの提案があった。 
    ※早急に案内文・注意文を作成し、全てのカートのフロントガラスに貼るとした。 
７．以上をもって理事会を終了した。  


